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寒さが厳しい冬の季節となったが，窓を閉めきって生活することが多い北海道で
は新型コロナ感染症の患者数が急増している．一般に，失語症などの言語障害があ
る人は外出する機会が少なく，このような状況下で社会参加の機会の減少だけでな
く，機能や活動の低下が生じていないか懸念されるところである．
一般企業や学校は IT を活用したオンライン会議やオンライン授業を積極的に取

り入れ，コロナ下での状況に応じた活動のあり方を模索している．医療においても
オンライン診療や遠隔診療が注目を浴びているが，言語聴覚療法はどうであろう
か．米国では，従来から遠隔地のクライエントを対象としたテレコミュニケーショ
ン訓練などが盛んであり，IT を活用したオンライン治療に関する研究報告がかな
りみられる．しかし本邦では，このような研究報告は少ない．
アフターコロナの時代が来ても，現在のオンライン化が元に戻るとは考えにく

く，各分野でオンラインの活用は続くであろう．対人コミュニケーションにおいて
はバーバル機能だけでなくノンバーバル機能も利用されるため，直接対面による言
語聴覚療法が最も効果的と考えられるが，オンライン治療は言語聴覚療法の幅を広
げる可能性がある．たとえば，遠隔地や通院･通所できないクライエントの評価･治
療，多彩なコミュニケーションの機会の確保，参加の拡充やピア･グループ活動の
支援などに効力を発揮すると考えられる．このような試みの論文が出てくることを
期待したい．
今号では，レポート「現場最前線」において，新型コロナ感染症の治療過程で脳出

血を発病した方の摂食嚥下障害に対する取り組みが報告されているので，ぜひ一読
されたい．このほかに，失語症および言語聴覚士養成教育に関する原著論文が各 2
編，短報 1編，調査報告 1編が掲載されている．いずれも日常の臨床や教育におけ
る課題を掘り下げて検討した読みごたえのある論文である．
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